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＜評論＞生涯スポーツの振輿に向けての試み

一一体育専門学群と体育センターの交流の促進を一

松田　義幸，古屋　顕一

はじめに

　このエッセイは，大学体育（正課体育）を

充実することが，曲がり角にきたといわれる

体育系大学，体育学部の再生につながり，ひ

いてはきたるべき生涯学習社会の実現につな

がるという，私のかねてよりの私見を，まと

めたものである。データの裏づけに乏しいと

いう欠点はあるが，これまで筑波大学で考え

ていたこと，また生涯学習プロジェクトに参

加し考えてきたことを背景に，まとめたもの

である。なおこのエッセイをまとめるにあた

り，関係機関を訪ね取材をしたり，筑波大学

院生（修士）とのゼミナールを開いたりした。

この間，古屋と松田が共同で作業にあたった。

1．体育学部はどこへ行くのか

　これまで，わが国の体育系大学，体育学部

は，中学，高校の体育教師の養成機関として，

社会の需要に応えてきた。ところが，わが国

の人口構造が変化し，今後長期に渡って，生

徒数の減少が続き，体育教師の需要量よりも

供給量が上まわる見通しなのである。こうな

ると，体育系大学，体育学部は，その規模を

縮小するか，または再生に向けてイノベー

ションをはかるか，いずれの方法をとらざる

をえない。

　もちろん，誰もが望むことは，縮小よりは

再生である。ならばどのような再生の道があ

るのか。幸いなことに，これにはモデルがあ

る。アメリカである。アメリカは10年くらい

前に同様の問題に直面した。そして早くも再

生に向けて試行錯誤を繰り返しながら，方向

　　　　　　　　　　（注ユ）
性を見い出したようである。

　アメリカでは，長びく経済不況や人口構造

の変化による生徒数の減少で，連邦政府の教

育予算の削減が続いている。体育の分野につ

いてみると，体育教科の削減，体育教師とコー

チ枠の縮小，そして体育教師の志望学生の減

少にまで波及することになった。そこで，再

生の道を探すために，体育系大学，体育学部

の協調が生まれたのである。体育系大学，体

育学部のマーケッティング，つまり市場創造

への着手である。

　まず最初が，健康ビジネス市場の創造であ

る。アメリカの医療費は年平均ユ5％も膨らん

でいる。これに歯止めをかけるには，国民の

一人一人の健康管理能力を高めることだ。そ

れにはスポーツと医学の関係を明らかにし

て，その専門家を養成し，企業の健康管理者

として，また健康産業のスペシャリストとし

ての就職機会を開発していかなければならな

い。

　2番目がレジャー・スポーツのビジネス市

場の創造である。労働時間の短縮，自由時間

の増大を背景に，スポーツをレジャーとして

楽しむ人たちが，ますます増えていくことが

予想される。こうした二一ズの増大に対応す

るために，スポーツ科学を充実し，専門のト

レーナーや指導者の育成，スポーツ・ビジネ

スのスペシャリストの育成をはからなければ

ならない。

　3番目がスポーツ・マスコミ市場の創造で

ある。いまやスポーツは，テレビ，新聞，雑

誌，ラジオの世界，広告の世界，そしてイベ
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ントの世界で，重要なプログラムである。ス

ポーツによく精通したマスコミの専門家を育

成することによって，就職機会を開発するこ

とができる。

　このように，従来の体育教師市場に加えて，

新いい市場を開拓してきているために，大学

の学部の呼び名も，physica1educationand

1eisurestudiesと幅を持たせるように，変り

つつあるようだ。レジャーの代りに，レクリ

エーションを用いているところもある。

　わが国の体育系大学，体育学部も，こうし

たアメリカの再生方法に関心を寄せながら，

改革案を検討しだしたところであるが，わが

国にも，新しいコンセプトでスタートする学

部がある。昭和62年に開校する早稲田大学人
　　　　　（注2〕
間科学部である。

　この学部には三つのコースが設置されてい

る。

　人問基礎学科……この学科は，主として心

理学，社会学，行動学，生物学，生理学など

にわたる学際的視野から，人間の存在，行動

発達を総合的に研究し，教育をすることを目

的としている。卒業生の進路としては，行政，

司法，企業，学校，地域社会が想定され，研

究者，公務員，人事，教育相談の専門家の育

成においている。

　人間健康学科……この学科は，基礎学科と

ブリッジをしながら，人間の環境と心身の健

康について研究。教育し，実践活用をはかる

人材を育成する。卒業生の進路としては，健

康ビジネス，企業の人事・教育・福祉，病院

臨床，カウンセリングの分野が想定されてい

る。

　スポーツ科学科……この学科は，スポーツ

を社会的，文化的行動としてとらえ，人文，

杜会，自然の諸科学からなるスポーツ科学を

充実し，研究・教育にあたり，生涯スポーツ

の指導，体育教師，レジャー・スポーツのビ

ジネスマン，スポーツ・？ヤーナリスト，広

告マンといった人材を養成する。

　人間基礎学科が，人問の生命誕生から死に

至るまでの研究と教育にあたり，人間健康学

科とスポーツ学科は応用系，実践系に力点を

おいている。人間健康学科は，人生80年時代

に向けての国民一人一人の健康管理能力を高

める人材の育成を，スポーツ学科は，レ

早稲田大学人間科学部

人問健康科学科 人間基礎科学科 スポーツ科学科

人間の環境と心身の健

康の追求

人間の生命誕生から死

に至るまでの発達にか

かわる基礎的人問科学

の追求

スポーツ科学を通じた

豊かな人間の生涯の創

造を追求

入学定員160人
総定員640人

入学定員　100人

総定員400人
入学定員240人
総定員960人

〔進路〕

大学院進学（研究者），

健康産業，健康管理，

社会福祉，ケースワー

カー，カウンセラー，

病院管理，環境デザイ

ン，宣伝，販売企画，

情報，調査，広告関係，

その他一般企業

〔進路〕

大学院進学（研究者），

生物工学，民問研究所，

公務員，テスト会社，

出版，広告関係，人事

管理，教育相談，児童

相談，コンピュータ関

係，コンサルタント，

防災関係，シンクタン

ク，その他プ般企業

〔進路〕

大学院進学，（研究者），

健康管理，レクリェー

ションの指導員，コー

チ，体育施設の指導員，

野外活動の指導員，中・

高校の教員，スポーツ

ジャーナリズム関係，

スポーツ関連企業，そ

の他一般企業
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ジャー・スポーツを通して豊かな人問の創造

を支援する人材の育成を目的にしている。学

部名を体育学部とせず，人間科学部としてい

るところに，その前向きの意欲がうかがわれ

る。

2．体育学部のかかえる間題について

　筑波大学体育研究科の私の担当するレクリ

エーション演習で，「レジャー会社に向けて

の体育学部のあり方」について，5回シリー

ズの議論をしてみた。

　初めに，私の方から，アメリカの体育学部

のイノベーション事情，，早稲田大学人間科

学部，鹿屋体育大学の構想について話をし，

次に院生たちに学部学生であった頃に感じた

問題点を，これらのケースと比較しながら，

報告してもらった。

　「筑波大学体育専門学群は，中学，高校の

体育教師になりやすい授業のシステムには

なっているが，生涯スポーツでこれからます

ます伸びるといわれているゴルフ，テニス，

スキー，ヨット，ウインドサーフィン，オリ

エンテーリング，サイクリング，ジャズダシ

ス，バトミントンなどの授業は，私たちには

開設されていないし，開設されたとしても取

りにくくなっている」

　「現在の体育専門学群のカリキュラムは大

まかにいえば，

　　1年生……基礎学力をつける

　　2年生……実技による分類

　　3年生……理論による分類

　　4年生・…・・教育実習と教員採用試験

となっている。2年生の実技による分類は，

単にクラブ活動の延長にすぎない傾向があ

り，あまり意味があるとはいえない。3年生

の理論による分類は，専門知識をつけるのに

はよいが，専門化，細分化しすぎて，他の分

野との関連，全体との関連が，ややもすると

見えにくくなってしまう。．4年生の教育実習

は，時期的に遅すぎるという意見もよく聞く。

採用試験の直前の実習は，教員を目指す目的

意識を持つには遅すぎるのではないかと思

う。体育専門学群の学生には，クラグ活動が

あり，4年間このクラグ生活を中心にして過

ぎてしまい，社会に出て何をやりたいかを決

める前に，中途半端なまま社会に放り出され

てしまう。体育専門学群となっているのであ

るから，医学専門学群のように4年制ではな

く6年制にして，理論的にもまた実践の面で

も，幅広い能力，専門能力を身につけること

ができるようにしてもらいたい。」

　　「生涯スポーツの指導能力を身につけるた

めには，体育センターの開設している授業を

とったり，またそこで社会体育の実習（生涯

スポーツ教育実習）をやらせてもらえばよい

と思うが，現状では専門学群と体育センター

との間に，そのような交流がなされていない。

ぜひ交流をはかってもらいたいものだと思
う。」

　　「これからの時代は，労働時間が短縮し，

自由時間の多い時代をむかえることになると

いわれているが，自由時問が全て，スポーツ

に配分されているわけではない。音楽，美術，

読書，工芸，旅など，様々なレジャー活動の

分野にバランスとれて配分されているのがよ

い。こうなってくるとスポーツの世界は，他

の文化領域と交流を深めていく必要も出てこ

よう。」

　「これはアンダーの時から感じていること

だけれども，体育という言葉にはネクラなイ

メージがあるのに対し，スポーツという言葉

にはネアカなイメージがある。か㌧だの教育

というphysica1educationがあるならば，こ

ころの教育のmenta1edcationもあって，そ

れが健康教育のhea1th　educationという大き

な柱（学科）にもなってよいと思う。そうす

ると残るのは，スポーツ，武道，舞踊といっ

た世界になり，スポー！，レジャーの学科に

脱皮変身（metamorphosisを遂げることがで

きるのではない。」
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　筑波大学では，一般学生に4年間正課体育

のサービスをしているわけであるが，これは

さまざまに生涯スポーツ教育の一合目だと

いってもよいと思う。他大学においても，筑

波大学のようにすれば，生涯スポーツは飛躍

的に促進され，また体育系大学，体育学部の

大学院修了者の就職機会の開拓にもなると思

うのだが，いかがなものであろうか。」

　「これからの卒業後の進路ということにな

ると，これまでの体育教師に加えて，競技者

コース，産業健康管理者コース，スポーツ・

ビジネス・コース，コミュニティ・スポーツ

の指導者コース，コーチ，トレーナーのコー

ス，スポーツー科学研究者コースということに

なって，多様化してくることはまちがいな

い。」

　このように，院生たちと議論しとみるだけ

でも，体育系大学，体育学部の直面する問題

があぶり出されてくる。体育系大学，体育学

部の再生をいかにはかるか。「青い鳥」の話

に似て，そのヒントは，筑波大学において，

体育専門学群と体育センターとの交流を深め

たり，医学専門学群，人問学類，他の学群と

の交流を深めたりすることに，あるように思

えるのである。

3．コンテクトを教育学から文化に移してみ

ては

　一昔前までの体育学は，教育学の一分野と

して位置していた。そのなごりは，現在でも

体育方法には残っており，教育原理に対し体

育原理，教育心理に対して体育心理，教育社

会学に対し体育社会学，学校経営に対し体育

経営，教育行財政に対し体育行財政，そして

学校教育に対し学校体育，社会教育に対し社

会体育といった具合である。ところが，これ

まで安定的であった教育学が，このところ不

安定で，体育学のモデルたり得なくなってき

ているのではないだろいか。この辺でイノ

ベーションを起こして，脱皮変身を遂げたほ

うがよいのではないかと思う。

　スポーツ，武道，舞踊の親戚としては，教

育学，教育心理学よりも，文学，芸術，音楽，

工芸といった文化諸領域を選んだほうが，こ

れからの時代にフィットしているのではない

だろうか。現代の若い人たちは，教育学のサ

ブシステムとしての体育学よりも，文化とし

てのスポーツ，武道，舞踊のほうが，ピッタ

リすると考えているのではないだろうか。こ

のようにべ一スになる研究領域のコンテクト

を取り換えてみると，文化の研究と重なるス

ポーツの研究はもっと楽しく，人間的であっ

てよいのではないかと思う。

　もっとダイレクトに，スポーツ哲学，スポー

ツ美学，スポーツ文化人類学，スポーツ民俗

学，スポーツ社会学と’いったスポーツ人文・

杜会科学，同じようにスポーツ自然科学，ス

ポーツ実践科学を前面に出した方が，時代の

変化に対応すると思うのである。

　私はこの世界に入って10年目になるが，こ
　　　　　　　　　　　　　帷3）
の世界をテーマにした研究について，今なお

不思議に思うことがある。スポーツはプレー

すれば楽しいし，よいスポーツを観戦すれば

実にジョイフルなこころを享受できるのに，

それが論文や研究書になると，いくら読んで

も難しいばかりで，楽しくないのである。楽

しい世界を扱った研究自身も，楽しくあって

よいと思うのだが，スポーツのあの楽しさが，

すっぽり抜け落ちてしまっている。もちろん，

スポーツの世界に，科学的に対応することは，

重要である。しかし，スポーツの世界は，す

べて経験的，実験的に基づく科学的方法で，

とらえられるわけではない。スポーツの世界

には，文学，哲学，芸術といったヒューマニ

ティと重なり合う領域も実に多い。ところが，

このような領域にまで科学的な方法が幅をき

かせ始め，洞察と叡智による人文学的方法が，

肩身の狭い思いをさせられている。これはよ

くないことだと思う。

　スポーツは今や文化を考える上で，きわめ
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て興味深いテーマになっている。このところ，

哲学，美学，民族学，文化人類学，社会学，

心理学の研究者たちが，研究テーマをスポー

ツに求めるようになってきている。昭和60年

度の日本民俗学会・人類学会の共通テーマは

スポーツであったし，昭和56年筑波会議の

テーマは「見世物と民衆誤楽の人類学」で，

スポーツ，相撲に世界の研究者たちの関心が

集中していた。考えてみれば，これは当然の

ことで，人生80年，生涯生活時間に換算して

70万時間のうち，3割から4割が自由時間と

いうことになれば，スポーツは体育学部学生，

研究者たちの独占ではなくなっている。今の

若い人たちは，テニス，スキー，ゴルフ，ヨッ

ト，ダンス，そして数々のスポーツを，生活

に欠かせないものと受けとめている。スポー

ツがこのように生活化し，社会化してくれば，

それがどの学問分野にも研究テーマとして魅

力的に映ってくるはずである。

　こういう分野で扱われる研究成課と，従来

の体育科学の分野で扱われている研究成果

を，比較してみると，体育科学の研究成果が，

確かに科学的に厳密であるように思うのだ

が，その一方で科学という粗い網の目から，

おもしろい人間的な意味を落としてしまって

いるように思うのである。多くの人がこのこ

とに気づいていながら指摘できずにいるよう

にも思うのである。

　体育系大学，体育学部が，もっとスポーツ

を．人間的にとらえ，再生に向けてイノベー

ションを起こすためには，筑波大学体育セン

ターでサービスしているような生涯スポーツ

の分野に，本腰を入れることではないかと思

う。一般に体育系大学・体育学部の学生たち

は，競技スポーツの世界のエリートである場

合が多く，4年間クラブ中心の生活を強いら

れ，レジャーや楽しみとしてのスポーツから

遠ざかっている。このため，生涯スポーツの

指導者としての能力を身につける機会を失っ

ているし，また健康維持・増進を支援する能

力を身につける機会も失っている。たまたま，

大学4年間という期問が，スポーツ選手とし

てプレーする最適期間と重なっているため，

学業よりもクラブ生活を優先せざるをえない

からである。これは，大学院生たちが希望し

ていることであるが，医学部（専門学群）の

ように6年制にし，4年間のスポーツ実技中

心の生活の後に，幅広い教養と専門性を身に

つける機会にしたらよいと思うのである。

4．生涯学習プログラムの中にスポーツを

　人生50年型社会から，人生80年型社会へ。

このようなコンテクストのなかで，クロー

ズ・アップされてきたキーワードが，学習社

会（1eaningSOCiety）である。これまでの労

働を中心においた社会では，ライフスタイル

は児童期（C：Chi1d）→教育期（E：Education）

→労働期（W：Work）→隠退期（R：Retire）

の直線型（リニア型）であった。しかし，人

生が80年と長くなり，うち働時間が人生の1

割，白由時間が3割ということになると，こ

れまでの直線型のライフスタイルよりも，C

→Eのあとに，WとEとレジャー（L：Leisure）

が自由に，柔軟に選択できる複線型，循環型

のライフスタイル（リカレント型ライフパ

ターン）が望ましい。このように考える国民

が多くなってきている。すでに昭和61年度の
　　　　　　（注4）
「国民経済白書」で，示された社会ビジョン

が，人生80年型社会として描かれており；こ

うしたライフスタイルの受け皿としての社会

を，学習社会（生涯学習社会）と呼ぶ傾向も

でてきている。

　現在の六・三・三・四の教育制度の原型

は，労働中心の人生50年型社会を前提にして，

制度化されたものといってもよい。しかし，

今や人生は長くなり，80年時代をむかえ，労

働時間に対する能力開発と，自由時間に対す

る能力開発が，必要になってきている。こう

なると，教育・学習機会は，児童期，青少年

期だけでなく，生涯にわたって開かれていな

一5一



　　　　　　　　（注5〕
ければならないだろう。

　生涯学習プログラムの体系はまだできあ

がっているわけではないが，常識的に考えて

みると，次の5つのコースになるのではなか

ろうか。

　1）生涯健康教育・学習コース

　人生80年時代ということになると，この人

生を健康で生きる能力を身につけることが，

なによりも重要な責務となってくる。

　2）ライフプランニングのコース

　生涯所得は，現在2億円から3億円といわ

れているが，生涯の生活欲求は生涯所得の3
　　　　　　　　　　惟6）
倍から4倍といわれている。こうなると所得

と欲求をバランスさせるために，ライフプラ

ンニングの能力を身につけることが重要に

なってくる。

　3）社会生活のための教育・学習コース

　わが国経済の国際化で，国民の生活が世界

の影響をダイレクトに受けるようなってきて

いる。上手に社会生活を送るためにたえず世

界の変化を知る教育・学習が必要になってく

る。

　4）労働生活のための教育・学習コース

　これまでの社会と違って，労働環境の変化

のテンポが早まってきている。この変化に適

応するために，生涯教育，学習二一ズが高まっ

てきている。

　5）レジャー生活のための教育・学習コー

ス

　スポーツ，リベラル・アーツ，．クラフト，

旅といったレジャー能力を身につけるため

に，生涯教育・学習コースが高まってきてい

る。

　これまで六・三・三・四の教育制度は，5

つのコースの中で，労働生活のためのコース

に力点を置いてきたが，これとて，今日のよ

うに労働環境の変化のテンポが早くなると，

不十分である。生涯にわたって開かれた教

育・学習制度でなければならない。他の4つ

のコースについてみると，これまでの教育制

度では，いずれも主要教育・学習プログラム

として，扱われてこなかったものばかりであ

る。

　六・三・三・四の教育制度から生涯教育・

学習制度へ。この変化はいまや時代の流れに

なってきているといってもよいであろう。な

らばそのような制度の実現に向けて，どのよ

うにいまの制度を改善していったらよいので

あろうか。もちろん改善ではなく，新しい制

度をつくるということであってもよい。

　このたびの臨教審は，生涯学習社会につい

ても，ビジョンを描いているが，その環境と

していずれクローグ・アップされてくるの

が，わが国にユ，OOO近くある短期大学，4年

制大学の一般教養課程（スクールのルーツで

あるスコレーは，この課程をさしていた）の

大学公開ではないかと，私は考えている。も

ちろん労働生活の学習のためには，他の4つ

のコースと違って，専門課程の公開制度を充

実させるのがよい。わが国人口構造の変化で，

大学で供給過剰時代をむかえることになると

いわれているが，再生の方法としては，大学

の公開制度の充実ということではないかと思

う。

　こうした大きな枠組みの中で，生涯スポー

ツのあり方をとらえてみると，大学体育（正

課体育）の充実が，体育系大学，体育学部の

再生の方法と映ってくる。そして，現在，と

かくすると不評の一般教養課程も，それを充

実することで，生涯学習に対する支援システ

ムとなり，社会に受け入れられることにつな

がると思うのである。学問領域が専門化・細

分化すればするほど，全体を認識するための

一般教養課程（スポーツ学習も含めて）二一

ズが生涯にわたって高まってくると，思うか

らである。

　生涯学習プログラムを体系化し，充実する

ということは，とりもなおさず，富士山でい

えば一合目にあたる大学の一般教養課程を充

実することであり，それを人生80年に向けて
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　　人生80年時代のタイム

0歳　　　　　　　　　　20歳

・バシェットの配分選好度

40歳　　　　　　　　　　　60歳
1 1

従来型（6－22歳頃まで葉中的
子僕時代 教育期 労働期

1［教育をうけ，6臓頃まで働き，
隠退期

1 （C） （E） （W） （R）

以後引週〕

リカレント型（仕事を中断Lて

C E W
向
W

向
W 何

2 新しい知識や肢術を学ぷ機会を 俸 砕 W ＝E＆L
一 一 一

何回か燥り返Lてもつ〕

一 ■　　■　　■　■ ■

学ぴながら働く型（1日の労働 E＆L
3 時間を短くL， 働きつつ学ぷと C E

W
いうことを継続する〕

第ニキ十一』ア型（まず4卜50歳頃

まで働き． 再ぴ教胃をうけて． E＆L
4 C E W E＆L W

一その能力を生かL人生の後半で

別の職業1Eつく〕

先邊後楽型儲いうち1〔モー
先擾後楽型｛若いうち1〔モーレツ

5
忙働いて，で告るだけ早く生活の C E W E＆L
癌盤をっくり．その後は脂なこと

をやる。碇って就葉開始時期は現 ■　　　　■　　　　　■　■　一　■

在より早まることもありうる〕

道楽後憂型（でさるだけ長く逝
W　　　1

E＆L
6 C E　L

学し， その後1〔働く〕

（サンフロ」レ713）

　選好度

…〉I5．3％

……〉35．5％

…〉24．5％

…＞13．3％

・・一〉　　9．3％

・・一），　　　O．4％

「人生80年時代における労働と余暇」経済企画庁編昭和61年3月大蔵省印刷局発行

二合目，三合目と公開していくことだと思う

のである。

おわりに

　これはたまたまレクリエーション演習で，

アンダー時代の大学体育のレポートに入って

いたものであるが，津田塾大学の一般体育は，

一般教養課程との関連でプログラム化されて

おり，学生の生涯健康，生涯スポ］ツ，生涯

レクリ土一ションの能力開発機会として，よ

くマネジメントされていると思う。

　体育系大学，体育学部も，積極的に大学体

育と交流をはかり，そこで生涯健康教育，生

涯スポーツ教育，生涯レジャー／レクリエー

ション教育のプログラムを開発し，それを全

ての人々に応用，実践してみることが，新た

な市場創造につながる早道だと思う。津田塾

大学のケースはそめ意味で研究に値するシス

テムではないだろうか。参考までに学生便覧

からとった資料をあげておいた。

　　　津田塾大学の保健体育科目内容

　　　L昭和61年度学生便覧から一

　　目標全人教育の一環として，自己の健

　　　　康の保持・増進に責任を持ち社会の

　　　　の健康と福祉のために貢献するよう

　　　　な人材を育成する。すなわち，生活

　　　　行動の中に運動技術をとらえ，健康

　　　　管理とフィットネスについての思考

　　　　と経験を現在および将来にわたって

　　　　深めることを目ざす。

（1）コースについて

　　コースA　健康教育

　　　　　　「健康」についてさまざまな角

　　　　　　度から考慮し，集団の健康と自

　　　　　　己の健康生活との関連を見極め

　　　　　　つつ，生命の尊厳について深め

　　　　　　る。

　　コースB　姿勢と動きの教育

　　　　　　日常生活の主要動作，行動およ

　　　　　　び姿勢について理解し，正しい

　　　　　　姿勢をとるための技術と習慣を

　　　　　　培う。
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コースC－！

　　　　動

レクリエーションと身体活

　　　　近代生活における人間の健康を

　　　　考究するために，レクリエー

　　　　ション活動と生活領域について

　　　　グループワーク，リーダーシッ

　　　　プ，プログラム企画と指導の実

　　　　際について，その諸原理と実践

　　　　の方法を学ぶ。

コースC－2　スポーツ技術とゲーム

　　　　幾つかの運動種目をとおして基

　　　　礎運動能力を培い，また，スポー

　　　　ツやゲームの技術・特色を学び

　　　　自己の健康度をたかめるため方

　　　　法を会得する。

コースC－3　フィットネスと身体活動

　　　　　　白己の健康度に適した運動をと

　　　　　　おしてフィットネスをたかめる

　　　　　　方法を習得する。

　　コースD　特別研究

　　　　　　専門的な知識，技術を学びつつ，

　　　　　　健康，動きの本質，創造活動な

　　　　　　どを社会生活との関連において

　　　　　　追求する。

　　コースE　特別保健体育クラス

　　　　　　ー時的，あるいは長期にわたり

　　　　　　身体障害および虚弱のため，一

　　　　　　般クラスに参加できない者に対

　　　　　　して各個人に適した健康指導を

　　　　　　行う。特別クラスを履修する際

　　　　　　には，原則として健康診断書を

　　　　　　必要とする。

（2）履修方法

　　○コースA，コースBを1年次に履修す

　　　る。その後のコースC2つ，コースD

　　　を履修して合計4単位を取得する。原

　則として，コースB，コースC，コー

　スDの順でとる。コースCに関しては

　C－1，C－2，C－3の3分野のうち

　から2つを選択すること。コースCを

　ユつ終了した後は，コースDを先に履

　修することを認める場合もある。なお，

　同時に2つのコースをとることはでき

　ない。

　また，そのクラスの人数に余裕のある

　場合に限り，必修単位以上に単位を取

　得することもできる。

○服装：運動着を使用のこと。なお，運

　動靴は体育館では紺色（指定のもの）

　屋外では白色のものを用いる。

（注1）Janice　A　Beran　Assosiate　Porfesseor

　　　Department　of　Physica1Education

　　　and　Leisure　Studies，1owa　State　Uni－

　　　versity．Current　and　Curricu1um　and

　　　Trends　in　Professional　Preparation

　　　in　the　United　States　of　A㎜erfca

　　　体育学研究第28巻第4号（昭和59年

　　　3月）などを参考にしてまとめてみ

　　　た。

（注2）ここのところは，早稲田大学人問科

　　　学部準備室の浅井教授，窪田教授を

　　　インタビューしてまとめた。

（注3）この考え方のヒントは片岡暁夫教授

　　　からいただいたものである。

（注4）経済企画庁「国民経済白書」大蔵省

　　　印刷局昭和51年

（注5）経済企画庁「人生80年時代における

　　　労働と余暇」大蔵省印刷局昭和51年

（注6）松田義幸・中田裕久著「生活文化の

　　　社会学」誠文堂新光社
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